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福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
何
か

　

介
護
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
２
０
２
３

年
度
末
ま
で
に
自
然
災
害
Ｂ
Ｃ
Ｐ
お
よ
び
感
染
症
Ｂ

Ｃ
Ｐ
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
目
的
は
、
災
害
や
感
染
症
流
行
な
ど
危
機
的
な
状

況
に
あ
っ
て
も
、
以
下
の
３
点
を
行
う
こ
と
だ
。

① 

利
用
者
や
福
祉
関
係
職
員
の
安
全
を
確
保
す
る

② 

重
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る

③ 

早
期
に
復
旧
を
図
る

　

例
え
ば
、
福
祉
施
設
は
、
火
災
や
災
害
発
生
に
備

え
て
利
用
者
と
職
員
が
安
全
に
避
難
す
る
た
め
に
定

期
的
に
避
難
訓
練
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
当
に

火
災
や
災
害
が
発
生
す
れ
ば
施
設
に
戻
れ
な
い
は
ず

だ
。
あ
る
い
は
、
戻
れ
て
も
停
電
や
断
水
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
場
合
で
も
、
利
用
者

へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
計
画
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で

あ
る
。

感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応
力
強
化

　
「
令
和
３
年
度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
」

に
お
い
て
、
以
下
の
項
目
が
新
た
に
定
め
ら
れ
た
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　
１ 

感
染
症
対
策
の
強
化（
全
サ
ー
ビ
ス
）

　
（
略
）

２ 

業
務
継
続
に
向
け
た
取
組
の
強
化（
全
サ
ー
ビ
ス
）

○  

感
染
症
や
災
害
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
必

要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
的
に
提
供
で
き
る

体
制
を
構
築
す
る
観
点
か
ら
、
全
て
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
事
業
者
を
対
象
に
、
業
務
継
続
に
向
け

た
計
画
等
の
策
定
、
研
修
の
実
施
、
訓
練
（
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
）の
実
施
等
を
義
務
づ
け
る
。

　

 
※
３
年
の
経
過
措
置
期
間
を
設
け
る

３  
地
域
と
連
携
し
た
災
害
対
応
の
強
化（
施
設
系
、
通
所

系
、
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
）

○  

災
害
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、
地
域
と
の
連
携
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
非
常
災
害
対
策（
計
画

策
定
、
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
確
保
、
避
難
等

訓
練
の
実
施
等
）が
求
め
ら
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
事
業
者（
施
設
系
、
通
所
系
、
居
住
系
）に
お
い
て
、

訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
域
住
民
の
参
加
が
得

ら
れ
る
よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
す
る
。

（
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
）

　

す
な
わ
ち
、
福
祉
事
業
者
は
単
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
作
成

す
る
だ
け
で
な
く
、
職
員
研
修
を
行
い
、
訓
練
、
し

か
も
で
き
る
だ
け
地
域
住
民
も
参
加
し
た
訓
練
を
す

る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
課
題
と
対
策

　

東
日
本
大
震
災
後
の
２
０
１
２
〜
２
０
１
４
年
の

３
年
間
、
私
た
ち
は
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
を
得

て
、
障
が
い
児
者
被
災
者
、
支
援
者
な
ど
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
１
０
０
人
以
上
に
行
い
、
被
災
地
の
福
祉

関
係
者
と
共
同
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
後
も
継
続
的

に
研
究
を
続
け
た
結
果
、
福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
企
業
Ｂ

Ｃ
Ｐ
と
違
っ
て
、
以
下
の
重
要
課
題
と
対
策
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

【
ハ
ザ
ー
ド
の
理
解
と
避
難
】

　

福
祉
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
利
用
者
の
居
宅
、
ま
た

職
員
自
身
の
自
宅
や
通
勤
路
に
は
ど
の
よ
う
な
ハ

ザ
ー
ド（
洪
水
や
土
砂
災
害
、
津
波
の
危
険
性
な
ど
）

が
あ
り
、
警
報
が
あ
っ
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
行

動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
理
解
す
る
こ
と
が

最
初
に
重
要
だ
。

福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
支
援
す
る

〜
２
０
２
３
年
度
末
が
期
限
〜跡見学
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そ
し
て
、
避
難
場
所
、
避
難
方
法
、
持
ち
出
し
品

な
ど
に
つ
い
て
、
避
難
先
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
継

続
を
考
慮
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
作
成
し
、
訓
練
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
早
め
の
避
難
行
動
を
促
す
。

　

ま
た
、
入
所
系
施
設
で
は
特
に
夜
間
は
職
員
が
少

な
い
の
で
、
地
域
と
の
連
携
、
訓
練
が
と
て
も
重
要

に
な
る
。

【
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
停
止
に
備
え
た
備
蓄
な
ど
】

　

災
害
時
に
は
停
電
、
断
水
が
危
惧
さ
れ
る
。
水
や

食
料
、
薬
な
ど
は
備
蓄
さ
れ
て
い
る
が
、
真
っ
先
に

困
る
の
は
ト
イ
レ
だ
。
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
職
員

の
ト
イ
レ
確
保
も
極
め
て
重
要
に
な
る
。
ま
た
、
電

源
確
保
が
大
事
で
、
吸
引
吸
痰
が
で
き
な
け
れ
ば
命

に
関
わ
る
。
さ
ら
に
、
夏
の
冷
房
対
策
、
冬
の
暖
房

対
策
も
命
に
関
わ
る
課
題
だ
。

【
職
員
の
自
助
】

　

職
員
が
、
仮
に
自
宅
で
ケ
ガ
を
し
た
り
、
停
電
断

水
で
家
族
の
生
活
が
厳
し
か
っ
た
り
、
介
護
や
保
育

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
簡
単
に
は
出

勤
で
き
な
い
。
や
は
り
停
電
断
水
に
備
え
た
自
助
が

不
可
欠
だ
。
ま
た
、
ご
近
所
と
仲
良
く
し
て
支
え

合
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
家
族
全
員
で
施
設
に

来
た
り
す
る
な
ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
往
々
に

し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
事
業
所
で
の
事
業
継
続
だ
け
を
計
画

す
る
が
、
職
員
の
自
助
力
が
前
提
と
な
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

【
避
難
連
絡
・
確
認
、
情
報
連
絡
体
制
】

　

自
治
体
か
ら
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
、
在
宅
で

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
、
障
が
い

者
に
つ
い
て
は
、
日
常
の
福
祉
支
援
者
が
避
難
連
絡

し
、
避
難
の
有
無
を
確
認
す
る
の
が
有
効
だ
。
そ
の

上
で
、
避
難
支
援
が
必
要
な
時
は
、
地
域
の
支
援
者

や
市
区
町
村
に
状
況
を
伝
え
る
か
、
場
合
に
よ
っ
て

は
自
ら
が
避
難
支
援
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
避
難
連
絡
・
確
認
、
避
難
支
援
は
、
市
区
町
村

が
作
成
す
る
「
個
別
避
難
計
画
」
と
重
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
福
祉
関
係
者
が
個
別
避
難
計
画
づ
く
り
に

参
画
し
て
作
成
す
れ
ば
、
福
祉
事
業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

一
部
と
な
る
。

　

災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
利
用
者
お
よ
び
職
員
の
安

否
確
認
が
重
要
に
な
る
。
多
く
の
場
合
、
安
否
確
認

方
法
は
携
帯
電
話
や
自
宅
電
話
の
連
絡
網
だ
が
、
災

害
時
に
は
輻ふ
く
そ
う輳

な
ど
で
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
い
。
現

在
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
手
法
が
開
発

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
複
数
の
情
報
連
絡
手
段
を

確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
で
き
る
避
難
先
の
確
保
】

　

小
中
学
校
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
課
題
の
あ
る

場
所
が
安
易
に
避
難
場
所
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
屋
外
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
が
指
定
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
考

え
れ
ば
す
ぐ
分
か
る
こ
と
だ
が
、
大
雨
の
と
き
、
屋

外
の
避
難
場
所
に
は
避
難
で
き
な
い
。

　

望
ま
し
い
の
は
、
同
種
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
施
設
へ
の
避
難
で
あ
る
。
障
が
い
者
入
所

施
設
な
ら
同
じ
入
所
施
設
へ
の
避
難
が
い
い
は
ず
だ
。

　

ま
た
、
通
所
施
設
や
特
別
支
援
学
校
で
あ
っ
て

も
、
大
災
害
で
あ
っ
た
り
、
公
共
交
通
機
関
が
止

ま
っ
た
り
で
保
護
者
の
引
き
取
り
が
な
け
れ
ば
、
施

設
や
避
難
場
所
に
お
い
て
福
祉
支
援
を
継
続
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
東
京
や
大
阪
で
は
、
大
地
震

の
時
は
翌
日
帰
宅
を
推
奨
し
て
い
る
の
で
、
当
日
は

保
護
者
が
引
き
取
り
に
来
ら
れ
な
い
こ
と
を
前
提
に

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

【
支
援
者
の
確
保
】

　

災
害
時
の
利
用
者
支
援
は
24
時
間
体
制
に
な
る
の

で
、
通
常
よ
り
も
多
く
の
職
員
が
必
要
だ
。
そ
の
上
、

職
員
そ
の
も
の
が
被
災
し
て
参
集
で
き
な
い
可
能
性

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
一
市
区
町
村
内
の
各
施
設
、

法
人
が
互
い
に
支
援
し
合
え
る
よ
う
に
協
定
を
結
ん

だ
り
、
全
国
組
織
と
の
連
携
に
よ
り
、
直
ち
に
支
援

者
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
検
討
を
進
め
て
お
く
こ
と

が
重
要
だ
。

　

市
区
町
村
は
、
保
険
者
、
あ
る
い
は
実
施
機
関
と

し
て
、
福
祉
事
業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
点
検
、
助
言
す
る
の
が
役
割
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
市
区
町
村
自
身
も
自
ら
福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
学

び
、
福
祉
事
業
者
と
一
緒
に
考
え
、
支
援
す
る
主
体

的
な
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。
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